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2B10−4 　難分 解性 Tris （2・chloroethyl ）phosphateの 微生物
分 解

○川崎 愛美，佐竹 育子，遠藤 祐介，高橋 祥司，解 良 芳夫，
　山田 良平

（長 岡技科大）

2B10−5 難分解性
「
Fris（1，3・dichloro・2・propy1）phosphateの

微 生 物 分解

○川 島 浩司，小 沼 功，上 戸 潤，高橋 祥司，解良 芳夫，
　111田 良平

（長岡技科 大〉

［口的 ］Tris（2−chloroethyl ）phesphate （TCEP ） 等 の 含塩素有機 リン 酸 トリ

エ ス テル は 、可塑 剤、難燃化剤 な ど に幅広 く使 用 され て い る。しか し、そ

の 高 い 化 学 的安 定性 かっ 難 分解性 か ら、環 境 中への 蓄積 が 考 え られ 、また

近年 の 研 究 に よ り発 ガ ン 性 、変 異原 性 な どの 毒 性 が 指 摘 され て い る こ とか

ら、人 の 健 康や 生態 系 に与 え る影 響 が懸 念 され てい る v 本 研 究 で は 、微 生

物 機 能 を利 用 した TCEP を 分解 除去 技 術 の 開 発 を 目的 と し、野 外 試 料 よ り

TCEP 分 解微生 物 を探 索 ・単 離 を検討 した ．［方 法 と結 果 J有 機 リ ン 酸 トリ

エ ス テ ル 類 に 曝露 され て い る 可能 性 の あ る場 所 か ら採 取 した 野 外 試 料 を

TCEP が 唯
一

の リン 源 と した完全 合 成 培地 に 接種 し、TCEP 分解微生 物 を 集

積培養 した n 得 られ た集積培養液 は TCEP を分解 し、中で も分解の 早い 2つ

の 集積培養液 （No ．4S−［〕E 　，No ．67−E ）は 、20 μ M の TC ］EP を24時 間以内 で

完全 に 消失 させ た。また 、C1
一
の 遊離 もみ られ、その 濃度 は理論値 の 約45〜

66 ％に達 した ．
こ れ ら集積培養 液か らTGEP 分解 微生 物の 単離を検討 し た とこ ろ、　 ND ．45 −
DE か ら長 桿状 の 菌株 2株、　 No ．67−E か ら短桿状 の 菌株S株の

．
11〔：EP 分解菌 を

得る こ とが で きた。単離 し た 菌株 の 16S　rDNA の 塩基配列 を解析 し 、　 DNA

デ
ー

タ ベ ー
ス に 対 し て 相 1司性検 索を行 っ た とこ ろ、No ．45・DE か ら単離 し た

2つ の 菌株 は励伽 gσ脚 ηα∫ 佐meperi と99．4％の 相同性 を示 し、　No ．67．E か ら

単離 し た3っ の 菌株 は sphingomona ・s　sp ．｝｛BICS990 と約98％の 相同
・1生を示 し

た．

含 塩 素 有 機 リ ン 酸 ト リ エ ス テ ル で あ る Tris（1，S−dichloro−2−propVl）
phosphate 〔TDCPP ）は 、難 燃 剤 等 に使 用 され て お り、様 々 な環 境 中で 検

出 され て い る。TDCPP の 毒性 が 報 告 され て い るが 、微 生 物 に よ る分 解 の報

告 は な く、当物 質 に よる 環 境汚染 が懸 念 され て い る。これ まで に ．TDCPP
を 唯

一
の リ ン源 と した集 積培 養 に よ り、TDCPP 分 解能 を 有す る微 生 物 群集

が 得 られ 、代 謝 産 物 と し てCl
一
の 生成 が確 認 され て い る。本 報 告 で は 、無 機

リ ン 酸 塩 存 在 ドにお け る TDCPP 分 解 挙 動 と微 生 物 叢 の 変遷 、お よ び

TDGPP 分 解菌 の 単離 を述 ぺ る、集 積 培 養 菌 群 の TDCPP 分解 に及 ぼす 無 機

リ ン酸 塩 添 加 の 影響 を検 討 した とこ ろ 、無 機 リン酸 塩添 加に よ り、TDGPP
分解は 少 し抑制 され た が 、Cl

．
の 遊離 量 は 増加 した ．無機 リ ン 酸塩 の 存在

は 、TDCPP の 代 謝産 物 と推 定 さ れ る 1，3−di⊂hloro−2−propanol （1，S−DCP ）

の 脱塩素化 を促進 させ る と考え られ た。そ こ で 、】，3−DCP の 脱塩素化 に及

ぼ す無機 リ ン 酸塩添加 の 影響を検討 した とこ ろ 、無機 リン 酸塩添加 に よ り

Cl
一
の 遊 離量は 増加 した。また 、集積培養 菌群をDGGE 法 に よ り解析 した と

こ ろ、無機 リン 酸塩 の 添加に より微 生物叢 に変化 が みられ、無機 リン 酸塩

添加に よ る脱塩素化 能の 向上 は微 生物叢 の 変化 に起 因す る こ とが 明 らか と

な っ た ．また、「11DGPP 分解 と1β一DCP の 脱塩 素化は別 々 の 微生物 に よ り行

われて い る こ とが 示唆 された．集積培養 菌群 か らTDGPP 分解菌を単離 し、
16S 　rDNA の 塩基配列を決定 し た とこ ろ、勘痂   θ跏 π 邵 齠 ゆ巖 と最 も高 い

相同性 を示 し た．
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2B11−1Gordenia 属 の ア ル カ ン ヒ ドロ キ シ ラ
ー

ゼ 遺 伝 子 の

　解析

○鈴 木 雅 ai　，羅 景 洙，松 宮 芳樹，久 保 幹

（立 命館大 ・理 ⊥ ・
化生 工〉

2Bll−2 　異 な る 有 機 水 銀 分 解 遺 伝 子 （merB ） を ク ロ
ー

ニ ン

　グした 大腸菌の 有機水 銀分解特性

O 遠 藤 銀 朗
1，成 田 勝

2，松 井
一

彰
1

（
1
東北 学院大 学上 学部，2東北 緑化環境保 全 （株 ） ）

【背景 と日的 】我 々 はこ れ まで に長鎖環状炭化水素 を分解可能な微生物を単

離 ・同定 して きた 。その 中で もCordonin 属6株 は他の 属の 株 と比較 し 、長鎖

環状 炭化水 素を効率 よ く分解 し たc ア ル カ ン の 初発酸化酵素で あ る ア ル カ

ン ヒ ドロ キシ ラ
ーゼ の 遺伝

，r−（alh 遣伝子）の 解析 か ら、　Goアdo脚 属 の aVt 遺

伝子 は Gordonia　sp ．　TFfi の 1 種類 の みが 報告 されて い るが 、単離 して きた

Cordonia　sp ．　NDKY76A は2種 類の ath 遺伝子を有 し て い た．そ こ で 本研究で

は 、Cordonia 属の ath 遺伝子 に 関す る知見 を得 るた め、こ れ らGordoniaRfi株
の αtk遺伝子を解析 した。【結果 】Rhodococcusff，の alkB の 保存領域に 特異的

なPCR プ ライ マ
ー

で Gordoniα属6株 の ath 遺伝子 を増幅、ク ロ
ー

ニ ン グ し 、塩
基配 列を決 定 した。その 結 果、い ずれの Gθπ伽 脇 属 も aik 遺伝 子を 2種類

（atAGI 、　 alitG2 ）有 して い た。こ れ ら atA 遺伝子 の 塩基配列の 全長を決定 し

た とこ ろ 、aihGt は R ．67y ‘加ψ o跳 NRRL 　B 且6531 の alhB と 、atkG2 はGordonia

sp．　TF6 の alkB とそれ ぞ れ 約95 ％の 相同性 を示 した 。よ っ て 長鎖環状炭化水

素分解 菌で あ る Gordonia・ne　6 株は それ ぞれ 2 種類の atk 遺伝子 を有 し て い る

こ とが 明 らか と な っ た。

　 特定の 細菌が 持って い る有機 水銀 分解 酵素 （MerB ）は 、有機水銀 に よ o

て 汚染 された環境 中で 細菌 が 生存す る ために 無 くて はな らない 酵素で あ

る。こ の 酵素タ ン パ ク質 を コ
ー

ドす る merB 遺伝子 は 、一般 に Vterj ．’ペ ロ ン

と呼 ばれる水銀耐性 を付 与す る遺伝 因子 に構 造遺伝 子 として嘗まれて お

り、広ス ペ ク トラ ム 水銀 耐性 細菌に 必須の 遺伝子 と され てい る。こ れ まで

発見 されて い るme
・
rBme 伝子 は 複数種 あ り、1司一の mer オペ ロ ン に数種含 ま

れて い る場合もある ．　 本研 究では 、me
・
rB を保有す る代表的 な細菌で ある

βα‘1伽 ∫
 

覦 鹿 視MBI 株、　 Pseudomonas 　sp ．　K −62株、∫laPh）
，lococczas　a．ureus

RN23 株 が それぞれ保有 して い るmerB 遺伝 子 （合計6種）を大腸 菌に ク ロ
ー

＝ ン グして 、それ らの merBme 伝子産物で ある有機 水銀 分解 酵素 （MerB ）の

有機 水銀化合物種に 対す る基質特異性 を調 べ た．
　 得 られた 結果 よ り、それぞれの MerB 酵素 タン パ ク質 は異 なる有機水銀

分解 能 を大腸菌に 与え るこ とが 知 られ、各 MtrB タ ン パ ク質 は有機水銀化

合物種 に対する基質特異性を有するこ と が知 られ た。以 上 の こ とか ら、環

境 を汚染 して い る有機水 銀の 種類に よ って 、有効 に利用 し うるmerB 遺伝 了
．

を保有す る細菌を浄化に適用する必要が あるこ とが 示唆 され た．
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